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に大
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カット

でき
る。我

々

美大
生に
は何
かと
欠か
せな
い相
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（ム
サビ
生）

英国推理作家協会賞・最優秀長篇賞を受賞

した推理小説。古代遺跡に隠された謎に、直

感と論理で挑む刑事の頭脳戦が展開する

連続殺人劇。（映像学科2年・Mさん）

イギ
リス
旅行
で見
つけ
たグ
ース
ベ

リー
のジ
ャム
。見
慣れ
たモ
ーニ
ング
トー

スト
がも
っと
特別
に。甘

酸っ
ぱい
果実
の風
味

が広
がる
。（工

芸工
業デ
ザイ
ン学
科2年・

Kさん
）

いつのまにか減っていってしまう
メモ帳。可愛いメモ帳は使うの
に抵抗がある。ジャムも、ある意
味似ているかも。旅行先で買っ
た珍しいジャムがだんだん減っ
ていくのが寂しい。自分の中で
は、どちらも消費するものとし
て、共通するところがあります。

なかなか見つけ
られないレアな感
じ、少しレトロな感
じが気に入った。

本を読み終わった時に、
「自分だったらこうす
る！」みたいなことを考え
るので、アウトプットする
用のアイテムにしました。

賞をとったもの
が気になるクセ
があり、読んで
みたいと思った！

カッターマットは何回も使える
が、推理小説は1回の感動が
大事。その感動を色んな人に
味わって欲しいから。海外ミ
ステリは敬遠されがちだが、
ぜひこの機会に読んでみて。

初めのアイテムは“わ
らしべ”のように手に
入りやすく、誰もが普
段から使う道具です。

色が素敵だと
思いました。

大きすぎず持
ち運べるサイ
ズ感が良い。

カッターマットを
サッと貸せたら
かっこいいから。

0.5mm黒
色ボ
ール
ペン

B５サ
イズ
カッ
ター
マッ
ト

文庫
本

『ス
トー
ン

サー
クル
の殺
人』

ハロ
ーキ
ティ
のメ
モ帳

GOOSEBERRY JAM

ちいさな交換、

おおきな楽しさ

後編に
つづく！

ハロ
ーキ
ティ
展で
購入
した
メモ
帳。
書い
て壁
に

貼る
と、い

つの
間に
かと
ても
可愛
らし
い子

猫で
埋ま
る。（
芸術
文化
学科

3年・
Sさん
）

前編

取材・文＝本山結（デザイン情報学科３年）、津田幹乃（映像学科２年）

価値を感じる人がいるから成り立つわらしべ長者。進
めていくうちに、既存の価値観にとらわれない、ムサビ
生それぞれの「大切にしていること」がみえてきました。
交換回数は10回！  ムサビ生たちの価値観の交差点を
探してみましょう。

ムサビ生で

わらしべ長者
やってみた!
価値観　のの　交差点

する
する
と滑
らか
に書
ける
のが
魅力
。見
た

目も
ミル
クコ
コア
色と
筆箱
に忍
ばせ
て

おき
たい

1本
。（

mauleaf編集
部）

ヘルシーで
美味しそう！
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人生を
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で
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れてき

た、

｢あなた
｣という

世界観
。

それは
制作し

た
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けでは

なく、

特集
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択、言葉

に
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。
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イン情

報学科
1年）
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ム
サ
ビ
で
初
対
面
の
人
と
話
す
と
き
に

「
ど
ん
な
作
品
を
作
っ
て
い
る
ん
だ
ろ

う
」と
思
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。こ
の
感

覚
は
特
別
な
も
の
だ
ろ
う
。第
一
印
象

と
同
じ
く
ら
い
に
中
身
を
知
ろ
う
と
す

る
気
持
ち
が
強
い
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
。

わ
た
し
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、ム
サ
ビ
生
と
な
る
と
、

人
と
な
り
は
も
ち
ろ
ん
バッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

無
数
の
要
素
の
中
で
も
、ア
イ
デ
ア
帳
や

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
、座
右
の
銘

は
、自
身
を
映
し
出
す
鏡
と
も
い
え
る
。

本
企
画
は
単
な
る
人
物
紹
介
で
は
な

い
。個
人
の
内
面
に
着
目
し
、「
ア
イ
デ

ア
帳
」「
作
品
」「
コ
ト
バ
」を
通
し
て
5

人
の
学
生
の〝
セ
カ
イ
〞を
覗
い
て
み

た
。

取
材・文
＝
古
市
真
之
介（
芸
術
文
化
学
科
3
年
）、小
柴
さ
ら

（
建
築
学
科
2
年
）、細
井
大
輔（
映
像
学
科
2
年
）

あ
な
た

あ
な
た
の

セ
カ
イ

セ
カ
イ

の
ぞ
き
み
！

自
分
だ
け
の
視
界
を
描
く

普段はドローイングを1
～3時間ほど行い、それ
をもとに絵を描きます。
クレパスや油絵具などい
ろいろ試した中で、水彩
絵の具がいちばん色同
士が溶けやすく乾きも早
いので、ドローイングとし
て扱いやすいです。「見
ること」についてよく考え
ていて、自分の視界と他
人の視界は全く違うもの
がそれぞれに映っている
のではないか、と思いな
がら制作しています。

作品名「今日はどれにしようかな」

左から「校舎裏と
ライト」「倉庫と消
火栓」「Sunny」の
アイデア帳

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
帳

水橋日和さん
油絵学科3年

絵画で伝える
リアル

やり残したこと
があるのかも

最近は、自分の表現方法がなぜ絵画なのかについ
て考えています。絵画は「見る・描く」ことの繰り返し
からうまれた結晶とも言えます。しかし、見ている間
は描けず、描いている間は見られません。私の中に
残ったおぼろげな情報を、ひたすらにキャンバスに
描き重ねているだけなのです。ただ、その不安定な
要素の積み重ねは、私たちの視界そのものの構造
と似ているのではないかと思っています。
様々な表現方法がある中で、絵画は特に「見て、描
く」という行為の間にある、作者の経験が入り交じっ
た複雑なものを、直接的に、よりリアルに抽出する方
法だと思うのです。そのような言葉にしがたい景色
を、絵画という媒体を通して共有したいです。

あなたの作品

あなたのコトバ

作品名左から「校舎裏とライト」「倉庫と消火栓」「Sunny」

左ページ「今日はどれにしようかな」のアイデア帳小学校くらいの時にタイムスリップ系
の小説を読んで、自分もきっと未来か
ら今に戻ってきたとこで、未来の記憶
は無いけどなにかやり残したことがあ
るのかもしれない！ と思ったことがあ
りました。それから、今は同じ人生の２
周目を辿っていて、今度はやりたいこ
とを思い残すことなくやり尽くさなきゃ
いけないんだ、という気持ちでいます。

あなたのセカイあなたのセカイ 45
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片手で
剥くために

あなたのアイデア帳

織り交ぜる
偶然
制作教室の天井を撮影した映
像に、異なる時間帯に録音した
環境音を重ね合わせた作品。
制作方法を検討した末、意図的
に自分にとって馴染みの薄い手
法を選びました。映像の最後に
は、偶然録音された授業の終わ
りを告げるチャイムの音を残し、
ループ再生で3分ごとにチャイ
ムが鳴る仕組みとしました。こ
の反復は、満たされない別れの
感覚を強調しています。

あなたの作品

病気で寝たきりになった時、「何
でもやっておかないと後悔する」
と痛感した。この経験から、結果
よりも挑戦したという事実こそ
が人生を豊かにすると学んだ。
そのため、失敗を恐れずまず行
動するという意味の「当たって
砕けろ」を座右の銘としている。

作品名「stay」

小保方さんのアイデア帳。他
の指が怪我をしないように試
行錯誤しているのが分かる

ヒトや部屋から空間を感じるアイデア帳

小保方結菜さん
工芸工業デザイン学科2年

これらのスケッチは、ミクストメ
ディアの課題に取り組んでいた際
に描いたもので、当時の状態や
感じた情報を記録したものです。
目隠しをしたまま、線や文字を用
いて感覚を写し取りました。普段
から私はあまり細かいデザイン画
を描かず、制作の中に自分でも予
測できないランダム性や偶然性が
入り込むことを大切にしています。

自分らしく
使えるプロダクト

「直感的に、感覚的に」をテーマに、 人間の
指の多様な動きに着目し、指人形のように
指にはめて使うピーラーを考案。開発の原点
は、私の背景にある。医療事故で全身を動か
せなくなった私自身の過去の経験から、難し
い動きをいかに減らせるかを追求した。
内部の突起により、手の大きさに関わら
ずフィットする。右利き・左利きを問わ
ず、どの指にも装着できるユニバーサル
デザインであり、自分の指のように使え
る簡単さが特徴。最大の強みは、使う
人が最も力の入れやすい指で感覚的に
操作できる点にある。これによりすべて
の人が自分らしく、直感的、感覚的に使
えるピーラーを目指した。

あなたの作品

あるとき、静かな気持ちで聴いたポッドキャストのタイ
トルがこの言葉でした。番組の中ではテニスに例えて
説明されていて、重要なのは上手く打つことではなく、
コートに立ち続けることだと言っていました。コートに立
ちながら、あらゆる出来事が自分を通り抜けていく瞬
間を感じる。平常心を保ちながら、次のボールを待つ。

あ
な
た
の
コ
ト
バ

 「
感
じ
る
」を

記
録
す
る
こ
と

自
分
を
通
り
過
ぎ
る

万
物
を
受
け
入
れ
る

あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
帳

えきさん
彫刻学科2年

8種類の市販品のピーラーや包丁を
実際に使いながら、片手でりんごを
剥くにはどうするべきかを考える中
で、片手ではリンゴとピーラーを持
つことすら難しいことが分かった。ま
た、複雑な形状にすると重く使いに
くい。そこで、指に装着して撫でるよ
うに皮を剥けるピーラーを考案した。

やっておかないと
後悔するから

あなたのコトバ

ユニバ
ーサル

デザイ
ンの「UPela」

あなたのセカイあなたのセカイ 67
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アイデアに
ツッコむ？

段ボールに
スケッチ

プロジェクトの序盤に実施したポスターコ
ンペのアイデア帳です。アートが普段の
生活にどうかかわっているのかを意識
しながらアイデア出しを行っていまし
た。アイデア帳のこだわりは、とにか
く余白を埋めること！ 黒ペンで書い
て、後日見直しておかしいと思った
り、ココ良いなって思ったところは
赤字で書いています。このごちゃ
ごちゃ感が達成感に繋がるので
気に入っています。

切れ端へ実験的に絵の具を垂らす等してスケッ
チの代わりにしています。色や柄、絵の具や砂
など組み合わせを変えて手を動かす。文字は描
かずに、偶然性を追求しています。気に入ったも
のは作品に流用したりして、とりあえず形にする
流れを作っています。

あなたのアイデア帳

あなたのアイデア帳

今回は、学生が主体になって進めた展
覧会プロジェクトだったので、企画構想
や展示搬入搬出・広報等をみんなで頑
張っていました。その中で僕は広報チー
ムに所属し、プレスリリースを担当しまし
た。いろいろな企業のプレスリリースを参
考にし、先生と何回も話し合いを重

ねて完成させました。当日
は他メンバーと意見を出し
合ったチラシやSNSの影響
でたくさんの方に来ていただ
き、目標人数を超えることが
できたので嬉しかったです！

これは中学校時代に部活の顧問の先生に言われた言
葉です。当時、周りに流されやすかった自分にとって、自
分軸をしっかり保ちながら協調性を持つことが難しかっ
たのですが、この言葉を聞いて少しずつ自分の意見・軸
を持つようになりました。今でも判断に困ったときはこ
の言葉を思い出して、他人じゃなくて自分ならどうする
か？ をよく考えて行動しています。先生ありがとう！！！！

しんのすけさん
芸術文化学科3年

高木美翠さん
デザイン情報学科1年

共通絵画の授業での課題作品

気がつくと、「そこ」にアートがある。
Art 4 Life6/22( 日 )⇒28( 土 )

cocobunji プラザ (cocobunji WEST5 階 )

展示：13：00~18：00( 最終日 17:00 まで )＠多目的ルーム

ワークショップ：6/22( 日 ) 14:00~18:00 @ プラザセミナールーム

7/12( 土 ).13( 日 )
武蔵野美術大学鷹の台キャンパス

展示：9:30~16：30 @９号館 5 階 509 教室

ワークショップ：9:30~16:30 @9 号館 5 階多目的ルーム

ライブパフォーマンス：10:50~11:20 ＠9 号館６階 EV ホール前

 
          出演者 :

主催：武蔵野美術大学 芸術文化学科研究室

共催：国分寺市連携アーティスト：門秀彦
協力：Handmade Creative 株式会社

 
  株式会社京王設備サービス

お問い合わせ武蔵野美術大学 芸術文化学科研究室 (〒187-8505 東京都小平市小川町 1-736 )

電話：042-342-6712　メール：a4l.maugeibun@gmail.com 

小野田 藍

門 秀彦

@a4l_mauacd

文字でびっしりノートが埋まっている

「ART 4 LIFE PROJECT」の展示会場とポスターデザイン

石
を「
見
る・

さ
わ
る・聞
く
」

アイデアスケッチで使用したダンボー
ル等を組み合わせて、楽器の様に触
ることが出来る作品に仕上げました。
これは石を描く授業での制作課題で、
｢石を叩いた際の冷たく反響する感覚｣
を表現しました。最初は平面で終わろ
うと考えていたのですが、スケッチし
たり先生方とお話していくうちに、絵
の具を塗る際に出るダンボールの音
を心地良く感じ、楽器にしようと思い
つきました。筒状にしてぶら下げたり、
空気砲の様に空間を作る事で音が鳴
りやすい構造になっています。また表
面に砂や石を混ぜて貼り付けている
ため、触覚でも石の周りの環境を想
像できるようなつくりにしています。

あ
な
た
の
作
品

ア
ー
ト
を
身
近
に

す
る
に
は
？

あ
な
た
の
作
品

判断に困ったら
思い出す先生の言葉

あなたのコトバ

最後までやり遂げるための指針
あなたのコトバ

完璧主義で変な所に力を使ってしまい、最後ま
でやり遂げられない事が多いので、まず最後ま
でやる足がかりとして、この座右の銘を大切に
しています。最後に注力するための力の配分を
意識して、頑張る癖をつける指針にしています。

あなたのセカイあなたのセカイ 89



ガラクタ、といえば何を思い浮かべるだろうか。「役に立たな
いもの」「価値のないもの」。しかし立場や視点が変われば、
いわゆる「ごみ」からも特別な価値が見いだされることがあ
る。今回の企画では、何人かのムサビ人に、自分にとってのガ
ラクタについて語ってもらった。そこには「モノ」そのものの話
にとどまらず、それを通して人と人とがどう理解し合うか、価値
観の違いをどう受け止めるか―そんな物語が隠れている。
取材・文＝リュウ インダク（大学院デザイン情報学コース1年）、トウ エイキ（彫刻学科 3年）

白石学先生
デザイン情報学科教授

音楽好きで、バンド活動
の経験あり（どうやら
ギタリストらしい）。さら

に、長年にわたりガンプラ制作に情熱を注い
できたベテランでもある（1980年代にさかの
ぼるとか…！）。今もなお現役で絶賛活動中。オ
フィスには大小さまざまなガンダムモデルが並
び、とりわけ自作の回路で光る巨大ユニコー
ンガンダムがひときわ存在感を放っている。そ
してもう一つ大事な存在が、黒いパグの「もも」
（女の子、13歳）。日々の癒し担当。

│
他
人
に
は
ガ
ラ
ク
タ
に
見
え
て
も
、自
分
に
と
っ
て

大
切
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

　
す
ぐ
に
思
い
つ
き
ま
せ
ん
が
…
自
分
で
作
っ
た
も

の
と
か
…
他
人
が
見
た
ら
ガ
ラ
ク
タ
と
思
う
か
も

し
れ
な
い（
笑
）。電
子
工
作
で
作
っ
て
み
た
も
の
と

か「
よ
く
わ
か
ら
な
い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、あ
ま
り
気
に
し
て
ま
せ
ん
。ガ
ラ
ク
タ
っ

て
思
わ
れ
て
い
る
も
の
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
る
よ

う
な
気
も
し
ま
す
。

　
ま
た
、自
分
で
作
っ
た 

ペッ
ト
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

フィ
ギ
ュ
ア
。こ
れ
は
3
D
プ
リ
ン
タ
ー
で
作
っ
た
も

の
で
す
。と
く
に
興
味
が
な
い
人
に
と
っ
て
は
、ガ
ラ

ク
タ
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、自
分
に

と
っ
て
は
大
事
な
家
族
な
の
で
、大
切
な
も
の
で
す
。 

│
人
に
見
せ
る
と
、ど
ん
な
反
応
を
さ
れ
ま
す
か
？

　
あ
ま
り
人
に
見
せ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。自
分
に
と
っ
て
本
当
に
大
切
な
も
の

は
、簡
単
に
は
人
に
は
見
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
が
気
に
入
っ
た
音
楽（
曲
）を
知
り
合
い
に

聞
か
せ
て
も
共
感
さ
れ
な
か
っ
た
経
験
は
あ
り
ま

す
。そ
の
と
き
は
少
し
残
念
に
思
っ
た
け
れ
ど
、傷

つ
い
た
り
、深
く
考
え
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

で
す
。

│
先
生
に
と
っ
て
、こ
う
い
う
大
切
な
も
の
は
、実
体
の

あ
る
も
の
で
す
か
？　
そ
れ
と
も
抽
象

的
な
も
の
で
す
か
？

　
ど
っ
ち
も
あ
り
ま
す
。強
い

て
言
え
ば
、や
っ
ぱ
り
写
真
と

か
、昔
か
ら
持
っ
て
い
る
も
の
は
大

切
で
す
ね
。自
分
で
作
っ
た
も
の
も
、記

憶
や
思
い
出
の
ト
リ
ガ
ー
に
な
る
か
ら
、

捨
て
ら
れ
な
い
で
す
ね
…
。物
だ
け
で
は

な
く
て
、メ
モ
帳
や
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
も
捨

て
ら
れ
な
い
で
す
ね
。

│
先
生
は
バ
ン
ド
活
動
を
し
て
い
た

り
、ガ
ン
ダ
ム
に
熱
中
し
た
り
、こ

れ
ま
で
様
々
な
分
野
の
こ
と
に
情

熱
を
注
い
で
き
た
と
お
聞
き
し
ま
し

た
。や
は
り
自
分
の
道
を
決
め
る
前
に
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャレ
ン
ジ
し
た
方
が
い
い
で
す
か
？

　
僕
は
、や
っ
ぱ
り
い
ろ
い
ろ
チ
ャレン
ジ
し
た
方
が

い
い
と
思
い
ま
す
ね
。

│
例
え
ば
、進
学
校
に
入
っ
た
高
校
生
の
場
合
、い
ろ

ん
な
こ
と
に
チ
ャレ
ン
ジ
す
る
余
裕
が
あ
ま
り
な
い
と

思
い
ま
す
。そ
の
子
た
ち
は
進
路
を
決
め
る
前
に
、自

分
が
や
り
た
い
こ
と
を
決
め
た
方
が
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。僕
は
ど
ん
ど
ん

変
わ
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。難
し
い
大
学
に
行
く

こ
と
が
必
ず
し
も
い
い
こ
と
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い

し
。だ
か
ら
、自
分
の「
好
き
」が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ

て
い
っ
て
も
、そ
の
時
そ
の
時
で「
や
り
た
い
」と
思

え
る
こ
と
が
あ
る
の
が
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

│
好
き
な
こ
と
が
な
い
、見
つ
け
ら
れ
な
い
、と
い
う

人
に
つ
い
て
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　
最
近
そ
う
い
う
人
多
い
で
す
よ
ね
。情
報
が
多

す
ぎ
て
、好
き
な
も
の
を
う
ま
く
選
べ
な
い
人
が
増

え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
す
か
。他
人
の
経
験
が

影
響
し
す
ぎ
て
、逆
に
自
分
の
行
動
が
縛
ら
れ
て

し
ま
う
。今
の
時
代
は
そ
う
い
う
状
況
だ
と
思
い

ま
す
。「
こ
れ
が
い
い
」と
か「
こ
れ
は
よ
く

な
い
」み
た
い
な
情
報
は
簡
単
に
手
に
入

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
し
ば

ら
く
は
情
報
が
溢
れ
た
ま
ま
の
時
代
が
続

く
ん
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。で
も
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
っ
て
、S
N
S
を
通
じ
て
情
報

を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
く
時
代
が
長
く
続

い
た
け
ど
、A
I
は
ち
ょっ
と
違
う
。A

I

は
、使
う
人
に
と
っ
て
必
要
な
情
報
を
集

め
て
き
て
く
れ
る
か
ら
。S
N
S
の
時
代

は「
広
げ
る
」感
じ
だ
っ
た
け
ど
、A
I
の

時
代
は「
集
め
て
く
る
」感
じ
で
す
ね
。

そ
う
い
う
方
向
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

ケサディーヤ中村
油絵学科1年

ケサディーヤは食べた
ことがないです！
好きな食べ物は梨で
す。芸祭、2-202で絶
賛展示中、ぜひお越
しください！

─どのような経緯でこんなロッカーになったん
ですか？ 他人に見せたことがありますか？
　いや、全部実は作品に使えるかなと思っ
て。卒業までに使わなかったら…多分持ち
帰ると思います。組み合わせ方はあまり考
えていなくて、とにかく自分が気に入ったも
のを集めてきました。自慢のコレクションな
んで、友達に見せたことはあります。マネキ
ンのせいでみんな結構びっくりしていました
（笑）。やはりマネキンは怖いですよね。

─ご自身の作品も、こういう感じなんですか？
　 自分の作品はもっと抽象的 ですね。最近
の作品は課題で提出したものなんですが、ア
クリル板に樹脂のニスで描いて、光の当たり
方によって見え方が変わるような作品です。
　課題をやっていたとき、隣で友達が絵を
描いていて、その姿を見ていたんです。描く

ときのポーズが一つひとつ違っていて、「こ
れはその瞬間にしかない」「次の瞬間にはも
う同じポーズにはならない」って気づいて。
そういう、絶えず変化していく状態がおもし
ろいと思って、それをテーマに作品を作って
みました。

─ご自身にとって創作というのは、偶然に出
会ったものから始まるものですか？ それとも、最初
に概念を持ってから作り始めるのでしょうか？
　ムサビに入るまでは、概念を持って描いて
いました。でも入ってからは、むしろ世界をよ
く見るための手段として制作していますね。
自分の制作では、自我をあまり出したくない
んです。対象そのものを、そのものとして描き
たいと思います。
　自分の絵では、その対象が「そのもの自
体」として認識されるように、その要素を描く
ことが重要ですね。

─ロッカーにあるガラクタ達を3個しか残せない
としたら、どれを選びますか?
　えーーどうだろう、じゃあ、一番後ろのケー
キのハサミと、マネキンと、剣道の面。

─断捨離をよくしますか? 
　断捨離、あんまりしないんですよね（笑）。
引っ越すときはめちゃくちゃ捨ててしまうけ
ど、基本的に集めるのが好きなので、強制的
に移動するイベントがないと、本当に捨てる
機会がないですね。

─「周りの人に理解してほしい」と思いますか？
　自分の考えはめちゃくちゃ流動的で、変わ
りやすくて、自分自身もそんなに理解してい
ないところがあるので、周りに理解されたい
気持ちは特に強くはありません。でも、「あん
まり理解はされないのかもな」という気持ち
もありつつって感じですね。ただ、誤解され
るのは違う話で、それは嫌です。

あなたのセカイ 10



│
「
ガ
ラ
ク
タ
」と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま

す
か
？

　
懐
か
し
い
響
き
で
す
ね
。僕
は
1
9
7
3
年
生

ま
れ
で
す
が
、周
囲
に
は「
ガ
ラ
ク
タ
」や「
ス
ク

ラ
ッ
プ
」が
集
ま
っ
て
い
る
風
景
が
あ
っ
て
、壊
れ

た
物
や
寄
せ
集
め
か
ら
何
か
を
見
つ
け
出
す
ロ
マ

ン
が
あ
っ
た
ん
で
す
。当
時
の
ア
ニ
メ
に
は
、子
供

が
ガ
ラ
ク
タ
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
で
作
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
が

登
場
す
る
。創
造
の
源
で
す
ね
。ア
ー
ト
の
世
界
で

は
コ
ラ
ー
ジ
ュ
や
ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
と
い
っ
た
技

法
で
作
品
に
使
わ
れ
ま
す
し
、イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
素
材
に
な
る
こ
と
も
多
い
。要
す
る
に
、ガ
ラ

ク
タ
は「
無
駄
な
も
の
」で
は
な
く
、時
代
ご
と
に

夢
や
価
値
を
映
す
存
在
な
ん
で
す
。

│
ガ
ラ
ク
タ
に
見
え
て
も
、自
分
に
と
っ
て
大
切
な
も

の
は
あ
り
ま
す
か
？

　
例
え
ば
こ
れ
は
本
物
の
飴
で
す
。フ
ェ
リ
ッ
ク
ス・

ゴ
ン
ザ
レ
ス
＝
ト
レ
ス
と
い
う
ア
ー
ティ
ス
ト
の
作
品

の
一
部
で
、床
に
置
い
て
あ
っ
た
ら
単
な
る
飴
だ
け

ど
、ピ
ン
で
壁
に
留
め
る
と
そ
れ
ら
し
く
見
え
る
。

知
ら
な
い
人
が
見
る
と「
ガ
ラ
ク
タ
＝
何
で
も
な
い

も
の
」で
も
、違
う
価
値
が
見
え
て
く
る
ん
で
す
。

│
先
生
の
ア
ト
リ
エ
で
は
、普
段
か
ら
こ
の
よ
う
に

飾
っ
て
い
る
の
で
す
か
？

　
そ
う
で
す
ね
。作
品
に
な
る
と
思
い
な
が
ら
、ま

だ
発
表
が
で
き
な
い
も
の
を
飾
っ
て
い
ま
す
。こ
っ
ち

の
壁
に
は
結
束
バン
ド
を
飾
っ
て
い
ま
す
。私
の
作
品

の
素
材
は
、日
常
の
何
で
も
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。そ
の
価
値
は
誰
が
見
て
も
わ
か
る
と
い
う
も

の
で
は
な
い
け
れ
ど
、自
分
が
見
つ
け
た
価
値
を
自

分
で
常
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
は
し
て
お
き
た
い
。

だ
か
ら
、ディ
ス
プ
レイ
は
い
つ
も
し
て
い
ま
す
。

│
「
価
値
」と
は
何
で
し
ょ
う
？ 

　
以
前
、木
を
描
こ
う
と
し
て
う
ま
く
描
け
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
描
き
続
け
て
い

る
と「
な
ん
で
こ
う
い
う
ふ
う
に
木
を
描
く
ん
だ
」

と
か
会
話
が
生
ま
れ
て
面
白
か
っ
た
ん
で
す
。要
は

「
な
ん
で
こ
れ
が
価
値
の
あ
る
も
の
な
の
か
」と
い

う
議
論
で
、そ
の
も
の
に
価
値
が
定
ま
っ
て
い
な
い

か
ら
こ
そ
で
き
る
わ
け
で
す
。人
に
よ
っ
て
ズ
レ
が

あ
る
け
れ
ど
、価
値
を
感
じ
て
い
る
人
が
い
る
と
い

う
こ
と
を
認
め
る
か
ら
こ
そ
話
が
で
き
る
わ
け
で
、

そ
れ
が
す
ご
く
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

│
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
思
い
ま
す
？

　
人
に
は
ゴ
ミ
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
も
の
を
、

な
ぜ
自
分
は
い
い
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
、ど
こ

が
い
い
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
、ず
っ
と
考
え

な
が
ら
付
き
合
う
。そ
れ
を
続
け
て
い
る
と
、も
の

の
見
方
が
変
わ
り
ま
す
。理
解
さ
れ
な
い
こ
と
を

想
像
す
る
こ
と
で
、物
事
の
見
方
が
増
え
る
。

│
偶
然
性
を
重
視
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
偶
然
を
必
然
に
し
た
い
ん
で
す
。形
そ
の
も
の

は
偶
然
で
き
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、そ

れ
を「
い
い
」と
感
じ
る
の
は
必
然
的
な
こ
と
で

す
。つ
ま
り
自
分
の
感
覚
に「
い
い
」と
働
き
か
け

る
も
の
が
世
の
中
に
あ
る
こ
と
は
、必
然
だ
と
思

う
。そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と
見
せ
ら
れ
れ
ば
、も
の
は
作

品
に
な
る
。そ
れ
が
偶
然
を
必
然
に
す
る
と
い
う

こ
と
か
な
と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。

│
創
作
と
は
、先
生
に
と
って
ど
う
い
う
過
程
で
す
か
？

　
自
分
が
何
か
を
拾
っ
た
と
き
に
、な
ぜ
そ
れ
を

い
い
と
思
っ
た
の
か
と
い
う
、そ
の
感
覚
と
お
付
き

合
い
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。最
初
は
わ
か
ら

な
い
ん
で
す
。わ
か
ら
な
い
け
ど
、拾
っ
た
こ
と
は

確
か
な
こ
と
な
ん
で
ね
。拾
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ

か
ら
さ
。こ
れ
を
。

FORGIVEMAN
油絵学科3年

努力して就活中の3年生。
美術高校出身の留学生
で、教養科目の勉強をほと

んどしてこなかったため、適性検査にはすっかり
怯えていた。しかし最近、あるサイトの模擬試験を
受けてみたところ、意外にも結果が良く、自信を
取り戻した。就活の行方はいかに―。どうぞご
期待ください。

冨井大裕先生
彫刻学科教授

彫刻学科教授、美
術家。日常生活で
おなじみの品々を

素材に作品を生み出す。X（旧twitter）に
て「今日の彫刻」を配信中。時には「バー
ノーザンライト」のマスターとしても活躍。

─ガラクタは何ですか？
　7年前に買った iPhone XS Max（256G）
です。

─どうして新しいスマホに買い替えないんで
すか？
　だって今のが全然使えるし。新機種の
新機能にもあまり興味がありません。

─他の人に見せたら、どんな反応をされます
か？
　帰国するたびに両親から「もうーーまだ
買い替えないの」って言われます。
　家の鍵が最近スマートロックに変わっ
て、スマホをかざせば開けられるはずなん
ですけど、僕のスマホは古すぎて対応して
いなくて。親もちょっと呆れてました。
　あ、でも洗濯機で1度回してしまったせ
いで機能が壊れた可能性もあります。

─あれ？  スマホカバーを外したら、本体はそ
んなに古く見えないんじゃないですか？
　このスマホカバーは3年使ってます。これ
で2個目ですね。1個目は4年間使ってまし
た。ゴム製で滑りにくくて気に入ってたん

ですけど、さすがに4年も経つとゴムの部
分がほとんど剥がれて、使いにくくなって
しまいました。結局、新しいのを買わざる
を得なくなりました。

─FORGIVEMANさんの電子製品って、全
部そんな感じなんですか？ 専攻は油絵なので、
普段あまり電子製品を使う機会が少ないから、
というのもあるんでしょうか？
　ムサビでは油絵専攻ですが、実はもともと
はゲームデザインが専攻だったんです。だか
ら以前は電子製品を結構使っていました。
　でも確かに、基本的に電子製品は電源
が入らなくなるまで使ってから買い替えま
す。たまに自分でメンテナンスすることもあ
りますが、本当にたまにです。

─その考え方は「実用主義」っぽいですね。
自分のことをそう思っているんでしょうか？
　まあ…そんな感じですね。

─もしかしてファッションも、装飾よりも実用
性を重視していますか？
　そうです。服もよく親に「まだそれ着てる
の？」って怒られます。一番古い Tシャツは
6～7年物で、袖がほつれてます。でもまだ
着られるから。穴も開いているけど。でも、
最近髪を切ったから、破れた部分を髪で
隠せなくなったんで、そろそろ引退させる
かもしれません（笑）。

スマホカバーは
「何これ？戦場から
帰ってきた？」って
言われたことも
あります。

まあ…
そう考えた方が
いいかもしれません。

それって、ケース
だけのことを
言われたん
ですよね？

さ
よ
こ
さ
ん 

の
ガ
ラ
ク
タ
は
バ
リ
バ
リ
に
割
れ
て
し

ま
っ
た
ア
ー
ト
T
シャツ
で
す
。

「
高
校
2
年
生
の
時
に
買
っ
た
も
の
で
、と
て
も
気

に
入
っ
て
沢
山
着
て
い
た
ら
こ
こ
ま
で
割
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

当
時
私
は
油
絵
を
描
い
て
い
て
諏
訪
敦
さ
ん
や
塩

谷
亮
さ
ん
の
よ
う
な
ス
ー
パー
リ
ア
リ
ズ
ム
の
写

実
に
取
り
憑
か
れ
て
い
た
の
で
す
が
、あ
る
日
旧 

T
w
i
t
t
e
r
で
長
島
伊
織
さ
ん
と
い
う
作
家
の

作
品
を
見
つ
け
て
、自
分
の
中
の
作
品
の
理
想
像
に

衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。

今
は
油
絵
は
ほ
と
ん
ど
描
い
て
い
な
く
、T
シャツ

の
絵
の
と
こ
ろ
も
割
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
す

が
、こ
の
出
会
い
を
忘
れ
た
く
な
く
て
ず
っ
と
と
っ

て
お
き
た
い
大
切
な
T
シャツ
で
す
」

か
き
こ
さ
ん 

は
商
品
の
パッ
ケ
ー
ジ
を
集
め
る
の

が
好
き
で
す
。「
デ
ザ
イ
ン
の
良
い
パッ
ケ
ー
ジ
を
捨

て
る
の
が
も
っ
た
い
な
く
て
集
め
て
い
る
け
れ
ど
、

お
母
さ
ん
に
見
つ
か
っ
た
ら
き
っ
と
捨
て
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
」

か
き
こ
さ
ん
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
グ
ッ
ズ
を
集
め
た

こ
と
も
あ
り
、中
で
も「
ハン
ギ
ョ
ド
ン
」に
す
ご
く

ハマっ
て
ぬ
い
ぐ
る
み
を
4
つ
も
買
っ
た
そ
う
で
す
。

「
今
思
え
ば
あ
ま
り
意
味
は
な
か
っ
た
か
な
あ
。自

分
で
も
な
ん
で
集
め
て
い
た
の
か
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
」

L
I
K
E
さ
ん 

に
と
っ
て
、創
作
は
空
中
に
浮
い

て
い
る
自
分
が
現
実
の
世
界
と
繋
が
っ
て
行
く
過

程
で
す
。そ
ん
な
L
I

K
E
さ
ん
の
ガ
ラ
ク
タ
は
、

ピ
ン
ク
の
お
も
ち
ゃ
で
す
。「
自
分
を
確
信
で
き
る

物
だ
か
ら
」と
、い
つ
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
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  「
私
」か
ら「
私
た
ち
」へ
。

 
世
界
の
過
渡
期
を
生
き
る
。

ら
、
50
日
間
ほ
ど
の
旅
を
し
た
ん
で
す
。
旅
と
い

う
の
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
や
っ
て
い
る
観
点
か
ら
言
っ

て
も
毎
日
が
刺
激
の
塊
で
す
よ
。
床
に
敷
い
て
あ

る
タ
イ
ル
の
紋
様
や
コ
ー
ヒ
ー
の
角
砂
糖
の
包
み

紙
、
ス
プ
ー
ン
の
形
、
パ
ン
の
断
面
の
形
状
と
か
、

と
に
か
く
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
全
て
デ
ザ
イ
ン
な
ん

で
す
。
だ
か
ら
2
ヶ
月
足
ら
ず
の
旅
で
し
た
け
ど
、

イ
ン
プ
ッ
ト
が
膨
大
に
あ
り
、す
ご
く
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　
も
う
1
つ
は
、
今
ム
サ
ビ
の
非
常
勤
講
師
を
務

め
て
い
る
友
人
の
佐
藤
篤
司
さ
ん
と
本
を
つ
く
っ

た
こ
と
。
32
ペ
ー
ジ
ぐ
ら
い
の
薄
い
本
だ
け
ど
、

自
分
た
ち
で
テ
キ
ス
ト
を
書
い
て
図
版
を
デ
ザ
イ

ン
し
、
写
植
を
貼
っ
て
版
下
を
つ
く
り
ま
し
た
。

原
稿
用
紙
を
写
植
屋
さ
ん
に
持
っ
て
い
っ
て
、
詰

め
組
み
さ
れ
た
文
字
の
群
体
を
見
た
瞬
間
、
僕
、

血
の
気
が
引
く
く
ら
い
感
動
し
た
ん
で
す
。
な
ん

て
美
し
い
の
だ
ろ
う
と
。
そ
の
瞬
間
、
自
分
の
未

来
が
決
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。
今
で
も
あ
の
感
動

―
今
号
の
『
m
a
u
le
a
f
』
で
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
ム
サ
ビ
生
一
人
ひ
と
り
の
世
界
観
に
焦
点
を
当
て
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
原
先
生
の
今
に
繋
が
る
学
生
時

代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
で
す
。

　
学
生
時
代
は
お
金
が
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
大

学
に
入
っ
た
年
に
父
親
が
亡
く
な
り
ま
し
て
。
だ

か
ら
ひ
た
す
ら
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
地
味
に
勉
強
し

て
い
た
感
じ
で
す
か
ね
。

　
そ
れ
で
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
2
つ

あ
っ
て
、
1
つ
は
旅
を
し
た
こ
と
で
す
。
ロ
ン
ド

ン
か
ら
安
い
航
空
券
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
り
、
エ

ジ
プ
ト
や
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
を
バ
ッ
ク
パ
ッ

ク
で
旅
し
ま
し
た
。
寒
い
場
所
か
ら
イ
ン
ド
へ
向

か
っ
た
際
に
は
着
て
い
た
服
を
売
っ
た
り
し
な
が

ク
ッ
」と
掴
め
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
の
中
で
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
な
ん
で
す
。

　
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
仕
事
は
毎
回
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
が
異
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
解
決
の
方
法
が

違
う
ん
で
す
。
今
ま
で
の
手
法
が
次
の
仕
事
で
も

使
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て

い
る
特
徴
に
合
わ
せ
て
解
き
方
を
変
え
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
。
面
白
い
表
現
を
つ
く
る
こ
と

も
そ
う
で
す
が
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
な
も
の
を
掴

め
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
の
が
、
良
い
答
え
を

出
す
上
で
一
番
重
要
な
の
で
す
。
本
質
を
掴
む
能

力
と
、
そ
れ
を
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ラ
イ
ズ
す
る
能
力
は

ど
ん
な
状
況
に
な
っ
て
も
絶
対
に
必
要
と
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、「
本
質
を
見
極
め
、
可
視

化
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

―
多
面
性
を
持
つ
に
は
、
旅
も
そ
う
で
す
が
、
や
は

り
さ
ま
ざ
ま
な
世
界
に
触
れ
る
こ
と
は
大
切
で
す
か
？

り
越
え
て
生
き
延
び
よ
う
と
す
る
ん
で
す
。
と
こ

ろ
が
「
私
」
と
い
う
の
は
1
世
代
限
り
の
個
体
な

ん
で
す
。
人
間
は
脳
が
発
達
し
て
、せ
っ
か
ち
に「
1

世
代
限
り
の
個
体
」
に
対
す
る
最
適
性
を
考
え
す

ぎ
て
、「
私
」
と
い
う
幻
想
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
生

き
物
で
す
。

　
パ
ス
カ
ル
は
、「
人
間
は
考
え
る
葦
で
あ
る
」
と

言
っ
た
。
葦
の
よ
う
に
弱
い
存
在
だ
け
ど
も
、「
考

え
る
」
葦
で
あ
る
と
。
パ
ス
カ
ル
は
人
間
の
シ
ン

キ
ン
グ
に
対
す
る
圧
倒
的
な
優
位
性
を
信
じ
て
い

た
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
頃
は
葦
が
人
間
と
は
違

う
生
存
方
法
で
シ
ン
キ
ン
グ
し
て
い
る
と
は
考
え

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
、
人
間
は
自
分
た
ち
の

シ
ン
キ
ン
グ
に
優
越
性
を
持
つ
と
い
う
と
こ
ろ
に

限
界
が
来
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
温
暖
化
な
ど
の

環
境
変
動
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
海
洋
汚
染
、
人
口
増

加
や
そ
れ
に
伴
う
食
糧
危
機
な
ど
、
全
て
「
私
」

い
う
の
は
大
き
く
、
そ
し
て
引
い
た
目
で
物
事
を

見
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
日
本
と
か
ム
サ

ビ
と
か
で
は
な
く
、
地
球
と
か
、
も
っ
と
引
い
て

宇
宙
と
か
。
あ
る
い
は
歴
史
も
近
代
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
モ
リ
ス
や
ラ
ス
キ
ン
だ
け
を
見
る
の
で
は
な

く
、
い
き
な
り
石
器
時
代
ま
で
遡
っ
て
み
る
よ
う

な
。
そ
ん
な
大
局
観
で
世
界
を
見
て
い
く
こ
と
が

常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
大
局
観
を
持
っ
た
と
し
て
も
ま
ず
目

の
前
に
は
仕
事
が
あ
る
わ
け
だ
し
、
仕
事
を
す
る

た
め
に
は
机
の
上
に
置
い
て
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
を
流
し
に
持
っ
て
行
っ
て
洗
う
と
こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。「
デ
カ
い
こ
と
を

考
え
な
が
ら
、
ま
ず
は
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
洗
え
」

と
い
う
感
じ
か
な
。
や
る
こ
と
は
目
の
前
の
こ
と

を
コ
ツ
コ
ツ
と
な
ん
だ
け
ど
、
同
時
に
引
い
た
目

を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

の
余
韻
に
浸
り
な
が
ら
文
章
を
書
い
て
、
書
籍
を

つ
く
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。

　
旅
と
、
本
を
つ
く
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
自
分

の
原
稿
が
活
字
に
な
っ
た
瞬
間
。
そ
の
震
え
る
よ

う
な
衝
撃
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

―
原
先
生
が
代
表
を
務
め
る
日
本
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
に
は
「
本
質
を
見
極
め
、
可
視
化
す
る
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
図
を
お
聞
き
し
た
い
で
す
。

　
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
と
は
、
も
の
す
ご
く
多
く

の
仕
事
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
も

あ
る
ん
で
す
。
英
語
で
多
面
的
な
状
態
を
表
す
マ

ル
チ
フ
ァ
セ
ッ
ト
（m

ultifacet

）
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
頭
は
マ
ル
チ
フ
ァ
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
な
い
と
対
応
で
き
な
い
ん
で
す
。

多
面
性
を
持
っ
た
頭
脳
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
番
大
事
な
問
題
点
を
、
心
臓
し

か
食
べ
な
い
ラ
イ
オ
ン
の
よ
う
に
瞬
間
的
に
「
バ

　
自
分
の
持
っ
て
い
る
可
能
性
に
気
づ
く
た
め
に

は
、外
に
出
な
い
と
ダ
メ
で
す
よ
ね
。
僕
は
今
「
低

空
飛
行
」
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
を
や
っ
て
い
ま
す

が
、
海
外
に
出
れ
ば
出
る
ほ
ど
、
日
本
列
島
が
持
っ

て
い
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
気
づ
き
ま
す
。
日
本
と

い
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
で
も
言
い
ま

す
か
、
そ
れ
が
や
は
り
欧
米
や
中
東
、
東
ア
ジ
ア

の
中
で
も
非
常
に
特
殊
な
も
の
な
の
で
、
そ
の
特

殊
性
を
未
来
の
資
源
と
し
て
ど
う
使
っ
て
い
け
る

の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
非
常
に
と
き
め

く
も
の
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
旅
を
す
る
こ
と

も
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
も
大
事
で
す
ね
。
多
様

な
も
の
を
多
様
な
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
る
懐
の
深

さ
と
た
く
さ
ん
の
引
き
出
し
を
持
っ
て
い
る
こ
と

は
、
表
現
に
お
い
て
は
も
の
す
ご
く
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

―
最
近
、
自
分
自
身
の
「
本
質
」
が
わ
か
ら
な
い
と
い

う
学
生
が
多
く
い
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
よ
う
な
学
生

へ
ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か
？

　「
自
分
」
と
い
う
も
の
を
そ
ん
な
に
掘
り
下
げ
て

考
え
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
け
ど
ね
。

今
、
世
界
は
「
私
」
か
ら
「
私
た
ち
」
へ
主
語
が

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
人
間
は
「
私
」
と
い

う
こ
と
を
考
え
始
め
た
珍
し
い
生
き
物
で
す
よ
。

生
物
の
本
質
は
「
私
た
ち
」
な
ん
で
す
。
だ
か
ら

生
命
に
「
死
」
は
な
く
て
、
連
続
性
し
か
な
い
ん

で
す
。
植
物
は
本
能
的
に
次
の
世
代
の
こ
と
を
考

え
、
犬
に
踏
ま
れ
て
花
粉
が
運
ば
れ
る
と
こ
ろ
に

じ
わ
じ
わ
移
動
し
た
り
、
蔦
を
伸
ば
し
て
塀
を
乗

で
は
解
決
で
き
な
い
。「
私
た
ち
」
と
い
う
多
主
語

的
な
思
考
法
を
持
た
な
く
て
は
解
決
で
き
な
い
ん

で
す
。

　
表
現
に
お
い
て
も
こ
れ
か
ら
は
「
私
た
ち
」
と

い
う
と
こ
ろ
に
起
点
が
置
か
れ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
が
こ
の
先
も

生
き
な
が
ら
え
て
い
く
た
め
に
は
、「
私
」
か
ら
「
私

た
ち
」
へ
思
考
を
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
し
、
今
の
若
い
世
代
に
は

そ
の
よ
う
な
非
常
に
ク
ー
ル
な
シ
ン
キ
ン
グ
が
生

ま
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
て
い
ま
す
。

―
最
後
に
、
原
先
生
の
世
界
観
、
座
右
の
銘
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
僕
の
場
合
、「
着
眼
大
局
・
着
手
小
局
」
と
い
う

言
葉
が
い
つ
も
ど
こ
か
に
あ
り
ま
す
ね
。
大
局
と

デカいことを考えながら、
まずはコーヒーカップを洗え

卒業生インタビュー

大人の背中
「
私
」
と
い
う
幻
想
　

「
私
た
ち
」
と
い
う
シ
ン
キ
ン
グ

原先生および原デザイン研究所が展示構想・ディレクションを担当した
大阪・関西万博「BLUE OCEAN DOME」

2024年12月に出版された原先生初のスケッチ集『DRAW』（美術出版社） 武蔵野美術大学基礎デザイン学科教授。日本デザインセンター
代表。領域を問わないデザインで知られる。2002年より無印良
品のアートディレクター。『デザインのデザイン』や『白』、『日本の
デザイン』、『低空飛行』、『DRAW』など著書も多数。

原
研
哉

K
E

N
Y

A
 H

A
R

A
多
様
性
を
整
理
整
頓
し
な
い

旅
か
ら
受
け
る
刺
激

ム
サ
ビ
の
基
礎
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
て
教
鞭
を
執
る
原
研
哉
教
授
。2
0
2
5
年
4
月
よ
り
開
催
さ
れ
た
大
阪
・

関
西
万
博
で
は
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
を
取
り
上
げ
、「
海
の
蘇
生
」を
テ
ー
マ
に
パビ
リ
オ
ン
を
手
掛
け
ま

し
た
。変
動
し
続
け
る
社
会
を
ど
う
見
る
の
か
。代
表
を
務
め
る
日
本
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
理
念
、「
本
質

を
見
極
め
、可
視
化
す
る
」と
い
う
言
葉
の
意
図
と
、私
た
ち
が
明
日
を
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
し
た
。

取
材・文
＝
野
内
達
規（
芸
術
文
化
学
科
4
年
）
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良
い
！
こ
れ
で
行
こ
う
！
」

と
１
つ
の
デ
ザ
イ
ン
案
が

そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
ね
。
制
作
が
始
ま
る
と
、

フ
ロ
ー
ト
班
は
木
材
な
ど
を
大
き
な
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
に
買
い
に
行
っ
た
り
、
メ
イ
ク
班
は
コ
ス

プ
レ
用
の
ウ
ィ
ッ
グ
専
門
店
で
ま
と
め
て
注
文
し

た
り
し
ま
す
。

小
澤
　
今
年
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

班
は
日
暮
里
繊
維
街
に
3
日

か
け
て
買
い
出
し
に
行
き
ま
し

た
。
予
算
内
に
収
め
る
に
は
、

か
な
り
吟
味
が
必
要
な
ん
で

す
。
双
子
な
ど
繋
が
り
の
あ
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
関
係
性
を
崩

さ
な
い
よ
う
に
、
予
算
と
相
談

し
な
が
ら
素
材
選
び
を
し
て
い

ま
し
た
。

里
見
　
メ
イ
ク
班
と
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
班
は
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
ご
と
に
メ
イ
ク
と
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
の
担

当
を
決
め
て
制
作
す
る
の
で
、
買
い
出
し
が
終
わ

る
と
個
人
制
作
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

鈴
木
　
フ
ロ
ー
ト
班
は
夏
休
み
も
大
体
週
4
で
作

業
室
に
集
ま
っ
て
制
作
し
、
芸
祭
に
向
け
て
完
成

を
目
指
し
ま
す
。
芸
祭
1
週
間
前
に
は
メ
イ
ク
班

と
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
班
も
集
ま
っ
て
、
み
ん
な
限
界

状
態
で
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

│
ダ
ン
サ
ー
班
は
ど
ん
な
準
備
が
あ
り
ま
す
か
？

里
見
　
ダ
ン
サ
ー
班
は
基
本
的
に
月

曜
日
と
木
曜
日
に
ダ
ン
ス
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
ダ
ン
サ
ー
1
人
が
ダ

ウ
ン
し
て
し
ま
う
と
、
公
演
に
影
響

す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
準

備
し
て
も
ら
っ
た
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
や

が
、
本
番
に
出
演
で
き
る
の
は

20
人
程
度
の
た
め
、
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
メ
ン
バ
ー
を
決
め
て

い
ま
す
。
M
K
P
の
ダ
ン
ス
は

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
近
い
も
の
な

の
で
、
ダ
ン
ス
が
上
手
い
だ
け

で
は
な
く
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

ど
れ
く
ら
い
演
じ
ら
れ
る
か
も

重
要
で
す
。
本
番
で
使
わ
れ
る

1
分
程
度
の
音
源
で
1
人
ず
つ

踊
り
、
15
人
ほ
ど
の
幹
部
（
各

班
の
代
表
と
副
代
表
）で
審
査
し
て
い
ま
す
。
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
学
年
は
関
係
な
く
、
新
入
生
も

2
、
3
年
生
も
同
じ
よ
う
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

倍
率
は
年
に
も
よ
り
ま
す
が
、
大
体
2
〜
3
倍

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
倍
率

が
上
が
る
と
ク
オ
リ
テ
ィ
は
高
く
な
る
ん
で
す
が
、

「
こ
の
子
も
踊
っ
て
ほ
し
い
け
ど
枠
が
…
」
と
い
つ

も
心
苦
し
い
思
い
で
す
。

│
フ
ロ
ー
ト
や
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
な
ど
、
制
作
系
の
方
た

ち
の
動
き
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
は
部
員
全
員

で
、
フ
ロ
ー
ト
は
フ
ロ
ー
ト
班
を

中
心
に
、
デ
ザ
イ
ン

案
を
持
ち
寄
っ
て
、

良
い
と
こ
ろ
を
く
っ

つ
け
た
り
、
良
く

な
い
と
こ
ろ
を
直

し
た
り
し
て
、
パ

ズ
ル
の
よ
う
に
決

め
て
い
ま
す
。
何

回
会
議
を
重
ね
て

も
決
ま
ら
な
い
時
も
あ

れ
ば
、「
こ
の
案
が
絶
対

衣
装
、メ
イ
ク
、舞
台
に
音
楽
も

─
─
す
べ
て
手
作
り
の
現
場
か
ら

│
そ
も
そ
も
、M
K
P
っ
て
な
ん
で
す
か
？

鈴
木
　
ム
サ
ビ
の
芸
祭
で
パ
レ
ー
ド
を
行

う
大
学
公
認
サ
ー
ク
ル
で
す
。
パ
レ
ー

ド
公
演
を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

人
前
に
出
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る

ダ
ン
ス
班
、
ダ
ン
サ
ー
の
衣
装
を
制
作

す
る
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
班
、
ウ
ィ
ッ
グ
制
作

や
メ
イ
ク
を
担
当
す
る
メ
イ
ク
班
、
フ

ロ
ー
ト
（
お
神
輿
）
を
制
作
す
る
フ
ロ
ー
ト
班
、

S
N
S
の
運
営
や
公
演
映
像
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
紹

介
動
画
、
ポ
ス
タ
ー
、
D
M
な
ど
を
担
当
す
る
広

報
班
、
公
演
で
使
用
す
る
曲
を
つ
く
る
音
源
班
、

芸
祭
で
の
テ
ー
マ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
の
展
示

会
運
営
を
担
当
す
る
展
示
班
の
7
つ
に
分
か
れ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

│
毎
年
の
テ
ー
マ
の
設
定
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
　
い
つ
も
、
希
望
を
持
て
る
テ
ー
マ
で
あ
る

こ
と
は
大
切
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
テ
ー

マ
や
空
気
感
は
毎
年
違
っ
て
も
、
公
演
を
見
て
笑

顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
、
夢
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う

根
本
的
な
部
分
は
共
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

な
と
。
バ
ッ
ド
エ
ン
ド
を
否
定
す
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
年
は
明
る
く
楽
し
げ
な
雰
囲
気
を

意
識
し
ま
し
た
。
ま
た
女
子
大
生
が
演
じ
る
の
で
、

乱
暴
す
ぎ
た
り
、セ
ク
シ
ー
す
ぎ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
避
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

│
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
演
じ
る
ダ
ン
サ
ー
は
ど
の
よ
う
に

決
め
る
の
で
し
ょ
う
か
？

里
見
　
毎
年
ダ
ン
サ
ー
希
望
者
は
多
い
の
で
す

ウ
ィ
ッ
グ
、
メ
イ
ク
を
披
露

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
去
年
か
ら
は
グ
ッ
ズ
販

売
も
始
ま
り
、「
グ
ッ
ズ
に
は
い
る

け
ど
公
演
に
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
い
た
っ
け
？
」

と
い
う
状
況
を
避
け
る
た
め
に
も
、
体
調
管
理
が

本
当
に
重
要
で
す
。
ま
た
、
眉
毛
の
色
も
ウ
ィ
ッ

グ
に
揃
え
る
た
め
、み
ん
な
で
集
ま
っ
て
眉
ブ
リ
ー

チ
を
す
る
日
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
公
演
当
日
は

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を
着
た
り
メ
イ
ク
を
し
て
も
ら
っ

た
り
、
準
備
に
2
時
間
く
ら
い
か
か
る
の
で
、
早

朝
集
合
で
す
。
ダ
ン
サ
ー
が
遅
刻
す
る
と
全
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
狂
っ
て
し
ま
う
の
で
、
み
ん
な

で
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ル
を
し
合
う
の

が
ダ
ン
サ
ー
班
の
伝
統
行
事
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

企
画
か
ら
公
演
ま
で
、

M
K
P
が
届
け
る
世
界

│
世
界
観
を
生
み
出
す
上
で
大

切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

鈴
木
　
何
よ
り
大
事
に
し
て
い

る
の
は
「
夢
」
で
す
。
裏
の
作
業
場
は
汚
く
て
も
、

表
に
出
る
も
の
は
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
き
ら
き
ら

で
華
々
し
い
も
の
で
あ
り
た
い
。
お
子
さ
ん
に
見
て

も
ら
え
る
と
嬉
し
い
し
、
見
て
く
れ
る
人
全
員
に

笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
は
、
部
員

全
員
が
一
致
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

里
見
　
M
K
P
の
公
演
は
作
る
側
の
子

供
心
み
た
い
な
も
の
も
呼
び
起
こ
さ
れ

る
ん
で
す
。
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
や
メ
イ
ク

制
作
で
「
女
児
タ
イ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
、

女
児
心
を
全
開
に
し
て
き
ら
き
ら
で
飾

り
付
け
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。
女
児
タ

イ
ム
は
み
ん
な
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ダ
ン
サ
ー
は
公
演
当
日
は
控
え
室
か
ら
出
た

瞬
間
か
ら
、
一
瞬
で
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
崩
さ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
を
笑

顔
に
す
る
た
め
に
、
ど
う
い
う
フ
ァ
ン
サ
ー
ビ
ス

を
し
た
ら
い
い
の
か
、
ど
う
い
う
立
ち
振
舞
い
が

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
マ
ッ
チ
す
る
の
か
な
ど
は
、
す

ご
く
み
ん
な
研
究
し
て
い
ま
す
ね
。
作
業
量
も
多

い
し
か
な
り
ハ
ー
ド
で
も
こ
れ
だ
け
続
け
ら
れ
て

い
る
の
は
、
み
ん
な
自
分
か
ら
楽
し
ん
で
や
っ
て

い
る
か
ら
か
な
っ
て
思
い
ま
す
。
私
も
3
年
や
っ

て
い
て
も
ま
だ
楽
し
い
で
す
し
、
卒
業
し
た
く
な

い
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。

│
芸
祭
以
外
で
の
活
動
も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

鈴
木　
2
0
2
5
年
2
月
17
日
に
Z
e
p
p  

D
i
v
e
r
C
i
t
y 
で
開
催
さ
れ
た「
U
N
I
D
O
L 

2
0
2
4-

2
5 
W
i
n
t
e
r 

決
勝
戦
／
敗
者
復

活
戦
」
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
と
し
て
出

演
し
ま
し
た
。
去
年
か
ら
音
源
班
が
で
き
て
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
音
源
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は

S
N
S
に
も
公
演
の
動
画
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
外
部
か
ら
の
依
頼
が
増

え
て
い
ま
す
。
た
だ
1
回
の
公
演
に
必
要
な
人
数

も
多
く
、
運
搬
や
準
備
の
関
係
で
な
か
な
か
引
き

受
け
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
す
。

│
今
後
の
意
気
込
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

鈴
木
　
今
は
今
年
の
公
演
を
み
ん
な
が
笑
顔
で
終

わ
れ
る
よ
う
に
、
お
客
さ
ん
を
笑
顔
に
で
き
る
よ

う
に
、
公
演
の
こ
と
だ
け
を
見
つ
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
道
具
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
質
を

ど
ん
ど
ん
上
げ
る
た
め
に
も
、
代
表
と
し
て
サ
ー

ク
ル
内
の
い
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

里
見
　
ダ
ン
サ
ー
目
線
か
ら
だ
と
、
と
に
か
く
健

康
第
一
、
怪
我
な
く
ダ
ン
サ
ー

全
員
が
本
番
出
演
で
き
る
の
が

一
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
澤
　
先
輩
の
代
を
超
え
る
ぞ
！
っ
て
い
う

気
持
ち
で
い
き
た
い
で
す
。
M
K
P
の
公
式

Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
も
公
演
映
像
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

芸術祭（芸祭）のパレード公演が毎年大注目
の「Magic Kingdom Project」 通称MKP。
総代表鈴木さん、ダンサー代表里見さん、会
計担当小澤さんに、魅力的な世界観のひみつ
を教えてもらいました！
取材・文＝小保方結菜（工芸工業デザイン学科２年）
写真＝MKP、細井大輔（映像学科２年）

MKPがつくる
サークル訪問

ムサビ芸祭を熱狂させる！ 
150人の努力が紡ぐ30分のきらめき

夢と魔法の世界

MKP総代表
鈴木和佳乃さん  
基礎デザイン学科3年

MKPダンサー代表
里見遥花さん  
基礎デザイン学科3年

MKP会計
小澤舞さん  
基礎デザイン学科2年

サークル訪問 16



あとがき

大変なこともありましたが、だからこそムサビの魅力を再確認できまし
た。この活動で得た学びや繋がりはかけがえのない財産です。ご協
力いただいた皆様、読者の皆様、ありがとうございました。〈小保方〉

WEB版mauleafの他己紹介インタビュアーとして、他学科の学生
のセカイに触れることができていい経験になりました！残りの学
生生活の中でも、もっとムサビ生のことを知りたいです！〈小柴〉

リーダーとして取材や撮影、デザイン相談などに広く関わることが
でき、初めて尽くしでしたが貴重な経験でした！〈スコット〉

普段関わりが少ない他学年の方と交流しつつ、ひとつの冊子を作る
ことが出来て楽しかったです！  プロの方 と々のやり取りや、メンバー
同士のインタビュー等の経験によって視野が広がりました！〈高木〉

書き方ひとつで伝わり方がまったく変わることを実感でき、雑誌な
らではの工夫や学びも本当に多く、とても貴重で豊かな経験にな
りました。ありがとうございました！〈津田〉

インタビューでいただいた面白い言葉を削るのは本当に難しかったで
す。みんなと協力しながら進めて、mauleafがゼロから形になっていく
のを見られてとてもワクワクしました。ありがとうございました！〈トウ〉

雑誌制作の楽しさと奥深さ、大変さを実感できた大変貴重な機会
でした。mauleaf33号を通じて、あなた自身や周りのムサビ生を知
るキッカケになってくれたら嬉しいです！〈古市〉

まだ完成してないのでぎりぎりまで試行錯誤していいものをつくりた
いです。チームで何かをつくることの大変さとチームがいることの心
強さが学べました。皆さま本当にありがとうございました。〈細井〉

今まで何気なく過ごしていたムサビをいつもと違った視点で見たこ
の期間は、面白い発見ばかりでした。mauleafで、初めて知り合う
方との活動を通し、より一層ムサビが好きになりました。〈丸岡〉

Web版制作から本誌のラフを決めるまで、さまざまな学科、学年の
方と交流でき、楽しかったです。原稿の校正、誌面の要素など、今
まで知らなかったことを学ぶ機会にもなりました！〈本山〉

読み返したくなるほど皆さんのお話は面白かったです。これから誰
かと話すたびに原稿におこしたくなりますね。〈野内〉

mauleafの編集作業に参加したことで、様々な人と話ができてよ
かったと思います。編集の仕事が面白いです。ムサビの人間も面白
いです。とても貴重な経験なので大切にします！〈リュウ〉

本誌企画の情報求ム!!

特集
特集で取り上げてほしいテーマを募集しています。今号の
「あなたのセカイ」のほか、過去には「気がつけばムサビ
セイ」「歴史」「キャンパス」「アルバイト」「アニメ」などの特集
がありました。「ムサビのこんなことが知りたい！」「こういう
ことを調査してみたらおもしろそう」など、ジャンルやスケー
ルは問いません。あなたのアイデアをお待ちしています！

気になるあの子   
現役ムサビ生の「気になるあの子」をインタビュー形式で
紹介します。すごい、変、怪しい、不思議、素敵……、ど
んな「気になる」でもOK！　取材をしてほしいムサビ生
の情報を待っています。自薦・他薦は問いません。 

すべて宛先は、mauleaf@d-land.jpまで。 必ず氏名・学科・
学年・連絡先を明記してください。

mauleaf
『mauleaf』に
関する感想は、ぜひ

「#mauleaf」
でシェアを！

WEB版『mauleaf』

キャンパスでのできごとや展覧会情報も。
WEBで独自のコンテンツを発信中！

紙版『mauleaf』の創刊10年の節目である2020年7月
にスタートしたWEB版『mauleaf』。ムサビ生が編集部
員をつとめ、クリエイターへのインタビューやキャンパス
でのできごと、展覧会情報など、ムサビ生にシェアしたい
情報を発信しています。
「あの施設、実はめちゃくちゃ使える」「変わった活動をし
てる学生がいるらしい」「この展覧会は見るべき！」……
出発点になるのは、編集部員それぞれの個人的な目線。
大きなニュースから小ネタまで、いろんな話題が集まっ
ているので、ぜひご覧ください。ご意見・ご感想もお待
ちしています。
▶ https://www.mauleaf.jp/

̶いきなりですが、どうしていつも尺八を吹いて
いるのですか？

　自分にとっては、暇つぶしのような感覚でし
て、ちょっと口笛吹くのと同じ感じで…。2号館
のあの場所は、彫刻学科の工房からも近い
し、よく響く場所なんです。やっぱり響くところ
で音を出してみたいなって思って。あそこで尺
八を吹いていると結構いろんな人から話しか
けられます。教授からも面白いねって言っても
らえることがありますし、意外と海外からの留
学生の方が興味を持ってきてくれます。そうい
う交流も多 あ々って楽しいです。

ム̶サビの2号館で演奏するにあたってのマイ
ルールとかはあるのですか？

　時間帯としては、昼に吹くようにしています。1
年生の頃は早朝にやったりもしていたのです
が、うるさいと言われたこともあって。あと授業
中は迷惑になるので、じゃあ昼かなという感じ
です。それから、曲はちゃんと1曲吹き切ること
にしています。練習しにきているわけではない
ので。僕はちゃんと曲が聴きたいんです。だか

ら、自分が飽きないように工夫はしています。2
日連続同じ曲はやらないとか、耳障りのいい
ものにはしたいので、間違っても絶対止めな
いとか。自分が聴きたいような何かをやると
いうことを常に意識しています。その結果聴き
入ってくれる方もいるので、そういうのは大事
な部分なのかと思います。美大に入っている
んだから、何かものに携わるときは、それくら
いの思慮がないといけないですよね。

̶尺八を始めたきっかけはなんですか？

　音楽は小さい時からピアノを習っていて、高
校に入ってからはケルト音楽をやっていまし
た。父親がムサビの空デ出身で、ものづくりが

できる人なので、塩ビパイプで尺八をつくって
くれたりなんかもして。ピアノから派生して太鼓
やギターやバグパイプに触れるうちに、なんか
知らないけど、大学生になったら尺八に行き
着いていました。

̶民族音楽がとても好きなようですが、なにがお
もしろいと思っていますか？

　彫刻が好きな理由も民族音楽が好きな理
由も同じで、僕は建築物とか、空間が好き
なんです。民族音楽は彫刻作品と同じ
くらい、聴いたら、すぐにその世界観に
浸れる。その、ファンタジーの世界に入っ

たような感覚がすごく好きで、日本の音楽も大
好きだから、尺八やってみようと思ったんです。
あそこで演奏すると、一気に空間が出来上が
るのが楽しくて。そこで世界観が確立している
のは彫刻っぽくもあるし、空間をつくっているよ
うで好きなんです。
　ケルト音楽も、もともとアイリッシュパブなん
かでやっているイメージがありますが、それこ
そ僕らからしたらファンタジーじゃないですか。
あの空間たるや、なかなかないですよ。映画の
『タイタニック』でダンスしているシーンもケル
トの伝統音楽ですけど、あの世界に自分が入
れたらめちゃくちゃ楽しくないですか？  ディズ
ニーとかよりよっぽどすごいアトラクションかも
しれないと思うんです。だってリアルだから。
　やっぱりその国の土地柄や世界観が詰まっ
ている民族音楽は面白いですよ。「集大成」み
たいな感じがして。建築物も彫刻もそうですよ
ね。その時代の人たちがかけた時間がそこに
現れている。一瞬では絶対に出てこない奥深
い美しさがそこにあるという、バックグラウンド
の厚みが民族音楽にはあって、その壮大さが
面白いですね。本当にすごいなって思います。
　だから空間をつくるという意味でも、自分が
行き着いたのが尺八だったのは、納得してい
る部分です。

̶尺八で何者かになりたいと考えることはありま
すか？

　いや、ただ色 な々方向に枝葉を伸ばして、
色 な々ことをできるのが楽しいんです。尺八で
食べていこうとは思っていません。楽器は、尺
八以外にピアノ、ギター、バグパイプ、ティンホ
イッスル、アフリカンドラムなどをやっています
が、全部同じくらいに手を伸ばしています。でも
主軸は彫刻です。もともと絵を描くのが好きだ
し、ものをつくることが好きなので。やっぱり一
番時間とお金をかけているものは、楽器では
なくて彫刻になりますね。

2号館で尺八を演奏している人がいる、とムサビの
あちこちで話題に！  その正体は一体どんな人なの
か、本人から詳しくお話を伺いました。
取材・文＝丸岡京嘉（工芸工業デザイン学科2年）

単なる

趣味ではない。

空間を作り出す
ことへの想いが
そこにはあった。
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尺八の音色が響く、 
昼休みの2号館 

妹
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想
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郎
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刻
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年
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交
換
に
出
し
た

理由

交換に出した理
由

交
換
に出

した
理由

交換に出し
た
理
由

交換に出し
た
理
由

西洋のジャムに
対して、何かエキ
ゾチックな消耗品
を、と思いました。

実際に使えるもの
に対して、こちらも
実用的なものを。素材と見た目が好きで

す。木とガラスが気に
入っています。中の球
が鮮やかな色で星座
みたいで、とても綺麗。

すべすべしていて
触り心地がよさそう！

10回と
いう限られた回数の

“わらしべ”で、様 な々ジャンルの
アイテムが見られました。特に、たまたまその場
にあったというよりは、本人の好みなどがあらわ
れたものが多いことが興味深かったです。どれも
前のアイテムに対するアンサーとして、人それぞれ
の理由、価値観がありました。既存の価値基準で
測ってしまうと「等価」ではないものも、個人の価
値基準でみれば、等価交換。すべて一つにつな
がっている、と言えるでしょう。

ご協力いただいた皆様、本当
にありがとうござい

ました！
GOAL!

フランスのブランド、ロクシタンのボディミルク。さ

らっとしたテクスチャで、蓋を開けると清楚で

みずみずしいフローラルな香りが広がる。

（視覚伝達デザイン学科3年・Eさん）

左が
クォ
ーツ
式で
、右
が機
械式
。愛
用し
てい
る時

計を
修理
に出
す際
に繋
ぎの
役目
で着
けて
い

たも
のな
ので
、最
近は
眠っ
たま
まに
なっ
て

いた
。（
芸術
文化
学科

4年・
Tさん

）

自分はあまりピンとこな
かったけど、ハマる人に
はハマるかなーと思っ
て、ほしい人のもとに届
いたらなと選びました！

両方とも見た目が美
しく、実際に役に立て
る小物で、共通点が
ある気がします。

猫グッズには猫グッズを！毎日
使うものが自分の好きな物に
関係したカタチだと気分が上が
ります。ほかの猫好きの人にも
使ってみてほしいと思いました。

ボデ
ィミル

ク

TI
M

EX
の
腕
時
計
×

2

ガリレオ温度計

猫
の
形
の
マ
グ
ネ
ット

猫の
オブ
ジェ
付き

マグ
カッ
プ２
個セ
ット

飾る
だけ
でも
かわ
いい
。実
際に
、あ
ま

り使
われ
ずに
戸棚
の中
で飾
られ
てい
た。

模様
違い
でセ
ット
にな
って
いる
のが
ポイ
ント
。

（デ
ザイ
ン情
報学
科3年・

Yさん
）

後編

前半では、カッターマットから推理
小説、メモ帳からジャムなど、それ
ぞれの価値観に合わせて意外な展
開をみせました。わらしべ長者はま
だまだ続きます。ちょっと、だけあな
たのセカイをのぞかせてください。

ムサビ生で

わらしべ長者
やってみた!
価値観　のの　交差点

素材
が石
っぽ
くて
ある
程度
の重
さが
あ

り、丸
みも
ある
デザ
イン
なの
で触
り心

地が
よい
。飼っ

てい
る猫
に似
てい
る。

（大
学院

1年・
Rさ
ん）

温度
変化
によ
って
中の
カラ
フル

なガ
ラス
球が
浮き
沈み
する
ガリ
レオ

温度
計。
以前
なに
かの
景品
でも
らっ
たも

ので
棚の
奥に
眠っ
てい
た。
部屋
をお
しゃ
れに

した
い方
に。（

映像
学科

2年・
Dさ
ん）

実用的…！

試用にも
なるのが良い！
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